
応募部⾨
(○を付ける) PF会員間連携部⾨ 〇 ⼀般部⾨

取組のポイント（３つの視点）

6. 取組概要（100字以内） ※１次選考にて、投票ページに掲載します

⾃動販売機設置企業様から毎⽉⽸ジュースの売上⾦の⼀部をマングローブ植林基⾦として寄
付頂き、フィリピンの環境庁の協⼒を仰ぎ、従業員及び地元住⺠と共にマングローブの植樹よ
育成を⾏っている。

1. 団体名 カネパッケージ株式会社 2. 連携先
の団体

・⾃販機設置企業︓能美防災(株)、リシュモンジャパン(株)、(株)成茂化学機器研究所、ティアック
カスタマーソリューションズ(株)、(株)帆栄物流、(株)リガルジョイント、アイフォーコム東京(株)、⽥中貴
⾦属⼯業(株)他 ・マングローブ植林︓◎埼⽟県庁、埼⽟⼤学、フィリピン環境庁

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（表⾯）整理番号︓

モデル性・波及性

マングローブの植林以外でも、森林の保全や海洋資源の保全など
あらゆる活動に普及でき、⽸ジュース1本から簡単に個⼈でも参画
できるので、持続的な活動が期待できる。

3. 取組
⽬的

マングローブ林の伐採によって、⾃然環境破壊が深刻な地域の現状を知って貰い、⾃動
販売機を通して共に植林活動に参画しSDGｓに取組んでいることを認識して貰う。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 2011年 取組

カテゴリー 環境対策

⾃動販売機から出来るSDGｓの取組み

地⽅創⽣SDGsの視点

SDGｓに取組みたいけどどうしたら良いか分からない企業が多い。
この取り組みは⼀部地域だけでなく全国どこでも参画でき、⾃動販
売機を設置することでSDGｓ(環境破壊対策)にもしっかり取り組
むことができ貢献できる活動です。

ステークホルダーとの連携

産官学と緊密に連携することで、海外での植林活動やマングローブ
に関するスキルアップがスムーズに効率的に実施することが出来き、
また、賛同企業の紹介等活動活性化が図れます。

5. 取組経緯

2021年９⽉現在、延べ80社の周辺企業様やお取引様に賛同頂き⾃動販売機を設置。毎
⽉の売上の⼀部を寄付頂き、フィリピンで⾏っている植林のマングローブ苗の購⼊⾦に充てていま
す。 10年間で13万本分の寄付⾦が集まりました。また、マングローブの植樹も県や⼤学の協⼒
を頂きながら約1,200万本達成し現在も活動を継続中です。



7.取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の⽅向性等）

地⽅創⽣SDGs官⺠連携事例 応募様式（裏⾯）

【年度別植林本数】 【植林後の遷移】

◉関連URL

https://www.kanepa.co.jp/
カネパッケージ株式会社ＨＰ

◉今後の⽅向性
⾃動販売機設置数を増やし２０３０
年までに寄付⾦のみで１５万本の植
樹を⽬指す。

https://www.kanepa.co.jp/
assets/files/csrreport/csrre
port2021.pdf

CSR報告書


